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14.8
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22.7
20.4
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22.0
18.9
20.2
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5月

テレワークを行っている 行っていない

生産性新聞生産性新聞

「

Ａ

Ｉ

技

術

が

職

場

に

与

え

る

影

響

」

④

「

全

国

Ｉ

Ｅ

年

次

大

会

」

特

集

「

続

・

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

を

創

る

」

④

「

働

く

人

の

意

識

」

調

査

、

「

有

価

証

券

報

告

書

」

調

査

の

詳

報

生

産

性

を

高

め

る

ビ

ジ

ネ

ス

ス

キ

ル

④

人的資本についての文字数の違いによる開示指標の比較

文字数

（表中は各群の

平均値）

従業員規模

（連結。連結

なしは単体）

女性管理

職比率

（単体）

男性の育休

取得率

（単体）

男女間賃

金格差

（単体）

多い群（１８９社） ２３，１０２人 ９．６％ ７４．０％ ７１．２

中程度の群（６２０社） １１，２９１人 ８．２％ ６２．５％ ７１．２

少ない群（３２１社） ４，２２０人 ８．５％ ５２．２％ ７１．８

全体（１，１３０社） １１，２５８人 ８．５％ ６１．５％ ７１．４

　

日

本

生

産

性

本

部

は

７

月

�

日

、

第

�

回

「

働

く

人

の

意

識

調

査

」

の

結

果

を

公

表

し

た

。

テ

レ

ワ

ー

ク

の

実

施

率

は

�

・

３

％

と

、

２

０

２

３

年

１

月

調

査

以

来

続

い

て

い

た

減

少

傾

向

か

ら

一

転

し

て

増

加

し

た

。

「

働

く

人

の

意

識

調

査

」

は

２

０

２

０

年

５

月

か

ら

始

ま

り

、

現

在

は

６

カ

月

に

一

回

実

施

し

て

い

る

。

本

調

査

は

、

�

歳

以

上

の

日

本

の

雇

用

者

１

１

０

０

人

を

対

象

に

７

月

８

～

９

日

に

実

施

し

た

。

調

査

結

果

の

概

要

は

以

下

の

通

り

。

（

２

面

に

主

な

調

査

項

目

の

結

果

）

　

日

本

生

産

性

本

部

は

８

月

１

日

、

２

０

２

４

年

３

月

末

決

算

の

東

証

プ

ラ

イ

ム

上

場

企

業

の

「

有

価

証

券

報

告

書

に

お

け

る

人

的

資

本

開

示

状

況

」

（

速

報

版

）

を

公

表

し

た

。

同

調

査

は

「

人

的

資

本

経

営

の

測

定

・

開

示

ワ

ー

キ

ン

グ

グ

ル

ー

プ

（

Ｗ

Ｇ

）

」

で

取

り

ま

と

め

た

も

の

で

、

昨

年

に

続

き

２

回

目

の

実

施

。

今

回

は

、

２

０

２

４

年

３

月

末

決

算

の

東

証

プ

ラ

イ

ム

企

業

の

う

ち

、

６

月

�

日

時

点

で

有

価

証

券

報

告

書

の

開

示

が

あ

っ

た

１

１

３

０

社

に

つ

い

て

集

計

し

た

。

　

調

査

結

果

の

概

要

は

以

下

の

通

り

。

（

２

面

に

主

な

調

査

項

目

の

結

果

）

■

男

性

育

休

取

得

率

�

％

以

上

が

６

割

超

え

　

男

性

育

休

取

得

率

は

、

�

％

以

上

の

企

業

が

�

・

８

％

と

な

り

、

昨

年

の

�

・

９

％

か

ら

大

き

く

伸

び

た

。

業

種

別

に

見

て

も

全

業

種

で

伸

び

て

い

る

。

　

一

方

、

女

性

管

理

職

比

率

が

５

％

未

満

の

企

業

は

�

・

０

％

、

男

女

間

賃

金

格

差

は

男

性

を

１

０

０

と

す

る

と

女

性

は

全

体

平

均

で

�

・

４

と

、

と

も

に

改

善

傾

向

は

見

ら

れ

た

も

の

の

、

昨

年

か

ら

大

き

な

変

化

は

見

ら

れ

な

か

っ

た

。

成

果

が

表

れ

る

に

は

長

期

的

な

取

り

組

み

が

必

要

。

■

人

的

資

本

に

関

す

る

記

述

で

「

経

営

」

が

急

増

　

有

価

証

券

報

告

書

に

お

け

る

人

的

資

本

に

関

す

る

記

述

の

文

字

数

は

、

２

０

０

０

字

未

満

が

全

体

の

�

・

３

％

を

占

め

る

。

記

述

に

お

け

る

頻

出

語

（

出

現

回

数

）

を

見

る

と

、

「

人

材

」

が

９

４

５

８

回

と

最

多

で

、

「

育

成

」

（

６

９

５

２

回

）

、

「

経

営

」

（

６

３

０

１

回

）

、

「

環

境

」

（

６

２

９

２

回

）

と

続

く

。

「

経

営

」

が

昨

年

と

比

べ

１

０

０

０

回

近

く

増

え

、

人

材

や

多

様

性

を

「

経

営

」

と

つ

な

げ

る

意

識

の

高

ま

り

が

見

ら

れ

た

。

■

人

的

資

本

の

記

述

と

男

性

育

休

取

得

率

の

関

係　

人

的

資

本

に

関

す

る

記

述

の

文

字

数

を

「

多

い

群

（

４

５

０

０

字

以

上

）

」

「

中

程

度

の

群

（

１

５

０

０

字

以

上

４

５

０

０

字

未

満

）

」

「

少

な

い

群

（

１

５

０

０

字

未

満

）

」

に

分

類

し

、

各

開

示

指

標

の

平

均

値

を

算

出

す

る

と

、

記

述

の

文

字

数

の

多

い

方

が

従

業

員

規

模

（

連

結

含

む

）

は

大

き

く

、

男

性

育

休

取

得

率

が

高

く

な

っ

て

い

る

。

（

表

参

照

）

　

記

載

文

字

数

の

「

多

群

」

「

中

群

」

「

少

群

」

で

頻

出

語

の

特

徴

を

分

析

し

た

と

こ

ろ

、

「

少

群

」

で

は

人

材

「

確

保

」

や

「

管

理

職

」

、

「

多

様

性

」

な

ど

開

示

が

求

め

ら

れ

て

い

る

内

容

に

関

連

す

る

語

の

記

載

が

多

い

。

「

中

群

」

で

は

「

人

的

資

本

」

が

他

群

と

比

べ

て

多

く

、

「

多

群

」

で

は

「

キ

ャ

リ

ア

」

や

「

人

事

」

「

評

価

」

な

ど

従

業

員

の

キ

ャ

リ

ア

や

人

事

部

門

、

評

価

と

連

携

す

る

意

識

が

う

か

が

え

る

。

ま

た

、

「

経

営

」

「

戦

略

」

な

ど

人

事

施

策

を

経

営

戦

略

と

併

せ

て

考

え

て

い

る

様

子

も

見

て

取

れ

た

。

■

今

後

の

景

気

は

悲

観

的

見

通

し

が

増

加

　

今

後

の

景

気

見

通

し

に

つ

い

て

、

２

０

２

２

年

４

月

調

査

以

降

「

ど

ち

ら

と

も

言

え

な

い

」

が

増

加

傾

向

に

あ

っ

た

が

、

今

回

調

査

で

は

、

前

回

１

月

調

査

か

ら

減

少

し

て

�

・

７

％

に

。

一

方

、

「

悪

く

な

る

」

「

や

や

悪

く

な

る

」

の

合

計

が

前

回

１

月

調

査

の

�

・

４

％

か

ら

�

・

７

％

へ

と

増

加

。

特

に

「

悪

く

な

る

」

は

�

・

４

％

か

ら

�

・

５

％

へ

増

加

し

た

。

　

自

身

が

新

型

コ

ロ

ナ

に

感

染

す

る

不

安

に

つ

い

て

は

、

「

か

な

り

不

安

を

感

じ

て

い

る

」

が

８

・

８

％

、

「

や

や

不

安

を

感

じ

て

い

る

」

が

�

・

９

％

と

、

と

も

に

前

回

１

月

調

査

か

ら

さ

ら

に

減

少

し

て

調

査

開

始

以

来

最

小

を

更

新

し

た

。

年

代

別

で

は

、

�

代

、

�

代

で

「

か

な

り

不

安

を

感

じ

て

い

る

」

「

や

や

不

安

を

感

じ

て

い

る

」

の

割

合

の

合

計

が

調

査

開

始

以

来

最

小

と

な

っ

た

。

■

自

己

啓

発

へ

の

意

欲

減

が

続

く

　

自

己

啓

発

を

「

行

っ

て

い

る

」

は

前

回

１

月

調

査

の

�

・

５

％

か

ら

�

・

４

％

に

、

「

行

っ

て

い

な

い

が

、

始

め

た

い

と

思

っ

て

い

る

」

は

�

・

５

％

か

ら

�

・

９

％

に

微

減

し

た

。

一

方

で

「

特

に

取

り

組

む

意

向

は

無

い

」

は

�

・

７

％

で

あ

り

、

過

去

最

大

と

な

っ

た

。

雇

用

者

の

自

発

的

な

学

習

意

欲

の

低

下

傾

向

が

続

い

て

い

る

。

■

自

宅

勤

務

で

仕

事

の

効

率

向

上

　

テ

レ

ワ

ー

ク

の

実

施

率

は

過

去

最

低

で

あ

っ

た

前

回

１

月

調

査

の

�

・

８

％

か

ら

微

増

し

、

�

・

３

％

（

図

参

照

）

。

２

０

２

３

年

１

月

調

査

か

ら

減

少

が

続

い

て

い

た

が

、

増

加

に

転

じ

た

。

従

業

員

規

模

別

で

は

、

１

０

０

１

名

以

上

の

勤

め

先

で

減

少

し

た

が

、

中

・

小

規

模

企

業

の

実

施

率

で

は

増

加

し

た

。

年

代

別

で

は

�

代

、

�

代

が

増

加

し

た

。

　

テ

レ

ワ

ー

カ

ー

の

週

当

た

り

出

勤

日

数

は

、

「

３

日

以

上

」

が

�

・

０

％

と

前

回

１

月

調

査

か

ら

増

加

し

た

。

　

自

宅

で

の

勤

務

で

効

率

が

上

が

っ

た

か

に

つ

い

て

、

「

効

率

が

上

が

っ

た

」

「

や

や

上

が

っ

た

」

の

合

計

は

、

前

回

１

月

調

査

の

�

・

２

％

か

ら

�

・

９

％

へ

と

増

加

し

、

過

去

最

高

と

な

っ

た

。

　

調

査

結

果

レ

ポ

ー

ト

の

全

文

は

同

本

部

の

調

査

研

究

・

提

言

活

動

サ

イ

ト

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

。
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26.6
24.1
27.0
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2024年7月(n=147)

2023年7月(n=141)

2022年10月(n=158)

4月(n=189)

1月(n=124)

1月(n=159)

1月(n=169)

1月(n=218)

7月(n=148)

7月(n=201)

7月(n=202)

2021年10月(n=218)

4月(n=181)

2020年10月(n=208)

5月(n=319)
効率が上がった やや上がった やや下がった 効率は下がった

トップ詳報

調査結果の

詳細はこち

らから。

順位 頻出語 回数

１ 人材 ９，４５８

２ 育成 ６，９５２

３ 経営 ６，３０１

４ 環境 ６，２９２

５ 推進 ５，６７７

６ 制度 ５，２８０

７ 人財 ４，６０９

８ 女性 ４，４６４

９ 健康 ４，２７０

１０ 向上 ４，０２５

１１ 事業 ３，９４１

１２ 成長 ３，９４０

１３ 実施 ３，８８０

順位 頻出語 回数

１４ 戦略 ３，８４８

１５ 整備 ３，７２２

１６ 研修 ３，５３６

１７ 採用 ３，５２１

１８ 多様 ３，４５０

１９ 実現 ３，２８４

２０ 活躍 ３，２５９

２１ 価値 ３，１９８

２２ キャリア ３，１１２

２３ 組織 ２，９０５

２４ 支援 ２，６０９

２５ 職場 ２，５９２

２６ 社内 ２，５８２

順位 頻出語 回数

２７ 取り組み ２，５５９

２８ 能力 ２，４８１

２９ 人的資本 ２，４０４

３０ 管理職 ２，３９８

　「人材育成方針」「社内

環境整備方針」欄に記載

された頻出語では「人材」

が９，４５８回と最多で、「育

成」（６，９５２回）、「経営」（６，

３０１回）、「環境」（６，２９

２回）と続く。

　文字数は、昨年同様１０００～１４９９字が最多で２０．９％、次いで１５００～１９９９字

が１５．８％、５００～９９９字が１４．１％と２０００字未満が全体の５７．３％を占める。

　今回の調査では、自己啓発を「行っている」は前回１月調査の１３．５％か

ら１３．４％に、「行っていないが、始めたいと思っている」は２４．５％から２１

．９％に微減した。一方で「特に取り組む意向は無い」は６４．７％であり、過

去最大となった。雇用者の自発的な学習意欲の低下傾向が続いている。

　今後の景気見通しについて、２０２２年４月

調査以降「どちらと

も言えない」が増加

の傾向にあったが、

今回調査では、前回

１月調査の４４．５％か

ら４１．７％へと統計的

有意ではないものの

減少した。また、「悪

くなる」「やや悪くな

る」の合計が前回１

月調査の４０．４％から

４６．７％へと統計的有

意に増加した。

　テレワークの大多数を占める自宅での勤務について、「効率が上がった」

「やや上がった」の合計は、前回１月調査の７０．２％から７８．９％へと増加し、

過去最高となった。

　日本生産性本部が８月１日に公表した「２０２４年３月末決算企業の有価証

券報告書『人的資本開示』状況」（速報版）のうち、主な調査項目の結果

は以下のとおり。同調査は人的資本経営の測定・開示ワーキンググループ

（ＷＧ）で取りまとめたもので、昨年に続き２回目の実施。

　日本生産性本部が７月２９日に公表した第１５回「働く人の意識調査」のう

ち、主な調査項目の結果は以下のとおり。本調査は新型コロナウイルスの

感染症法上の位置づけが「５類」に移行してから約１年２カ月が経過した

一方で、変異株「ＫＰ．３」により感染者数が増加傾向にあった７月８～

９日に実施した。

　男性の育児休業取得率は、５０％以上の企業が６４．８％となり、昨年の４４．９

％から大きく伸びた。

生 産 性 新 聞 （２）２０２４年（令和６年）８月２５日（日曜日）
【第三種郵便物認可】

本紙面の著作権は公益財団法人日本生産性本部に帰属します。権利侵害となるようなご利用はお断り致します。



■

概

要

　

今

回

は

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

８

カ

国

の

事

例

調

査

に

基

づ

い

て

、

Ａ

Ｉ

技

術

の

導

入

後

に

従

業

員

の

タ

ス

ク

（

作

業

）

が

ど

の

よ

う

に

変

化

し

た

の

か

を

確

認

す

る

。

こ

の

う

え

で

、

タ

ス

ク

の

変

化

は

何

に

規

定

さ

れ

て

い

る

の

か

を

考

え

て

み

た

い

。

　

Ａ

Ｉ

技

術

の

導

入

後

の

タ

ス

ク

の

変

化

を

確

認

す

る

と

、

四

つ

の

パ

タ

ー

ン

が

み

ら

れ

る

。

「

補

完

的

タ

ス

ク

変

化

」

「

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

」

「

タ

ス

ク

の

部

分

的

自

動

化

」

「

新

た

な

タ

ス

ク

の

創

出

」

で

あ

る

。

い

ず

れ

の

パ

タ

ー

ン

に

お

い

て

も

、

日

本

と

他

国

の

事

例

に

は

共

通

性

が

あ

る

。

以

下

、

そ

れ

ぞ

れ

の

変

化

を

事

例

に

即

し

て

確

認

し

よ

う

。

■

補

完

的

タ

ス

ク

変

化

　

補

完

的

タ

ス

ク

変

化

と

は

、

タ

ス

ク

そ

れ

自

体

は

以

前

と

同

様

の

タ

ス

ク

で

あ

り

続

け

、

加

え

て

業

務

効

率

化

や

生

産

性

向

上

が

み

ら

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

　

日

本

の

製

造

Ｉ

社

は

、

セ

ン

サ

ー

チ

ッ

プ

の

外

観

検

査

に

Ａ

Ｉ

技

術

を

導

入

し

た

。

Ａ

Ｉ

技

術

は

画

像

分

析

に

基

づ

く

外

観

検

査

を

行

い

、

そ

の

結

果

を

検

査

員

が

操

作

す

る

モ

ニ

タ

ー

に

表

示

さ

せ

る

。

Ａ

Ｉ

技

術

の

導

入

後

、

検

査

員

は

外

観

検

査

と

い

う

タ

ス

ク

を

担

い

続

け

る

が

、

検

査

時

間

の

短

縮

と

い

う

効

率

化

が

も

た

ら

さ

れ

た

。

加

え

て

、

品

質

の

向

上

も

確

認

さ

れ

た

。

Ａ

Ｉ

技

術

の

導

入

を

担

当

し

た

技

術

者

は

次

の

よ

う

に

説

明

し

て

い

る

。

「

Ａ

Ｉ

を

導

入

す

る

前

は

、

人

が

画

像

を

見

て

、

そ

れ

が

何

の

不

良

か

を

判

断

し

て

、

そ

の

結

果

を

入

力

し

て

い

ま

し

た

。

Ａ

Ｉ

に

な

っ

て

、

不

良

の

結

果

が

モ

ニ

タ

ー

に

出

て

い

る

の

で

、

そ

れ

を

確

認

す

る

だ

け

に

な

っ

た

の

で

す

」

。

■

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

　

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

と

は

、

特

定

の

タ

ス

ク

が

完

全

に

自

動

化

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

意

味

は

、

従

業

員

が

担

う

複

数

の

タ

ス

ク

の

う

ち

、

特

定

の

タ

ス

ク

の

み

が

完

全

に

自

動

化

し

た

と

い

う

意

味

で

あ

る

。

複

数

の

タ

ス

ク

か

ら

構

成

さ

れ

る

仕

事

そ

の

も

の

を

代

替

す

る

と

い

う

意

味

で

は

な

い

。

　

ア

メ

リ

カ

航

空

宇

宙

メ

ー

カ

ー

の

事

例

を

紹

介

し

よ

う

。

Ａ

Ｉ

技

術

は

、

ロ

ボ

ッ

ト

工

学

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ビ

ジ

ョ

ン

、

機

械

学

習

を

使

用

し

て

、

航

空

機

ジ

ェ

ッ

ト

エ

ン

ジ

ン

用

に

新

し

く

製

造

さ

れ

た

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

の

外

観

検

査

を

自

動

化

す

る

。

Ａ

Ｉ

技

術

は

、

航

空

電

子

技

術

者

の

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

の

試

験

や

外

観

検

査

の

タ

ス

ク

を

完

全

に

代

替

す

る

。

こ

の

Ａ

Ｉ

技

術

を

導

入

す

る

前

、

技

術

者

は

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

の

欠

陥

を

検

査

し

、

欠

陥

を

修

復

で

き

る

か

ど

う

か

を

判

断

し

て

い

た

。

Ａ

Ｉ

技

術

は

こ

の

プ

ロ

セ

ス

を

完

全

に

自

動

化

し

た

。

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

は

ト

レ

イ

上

に

置

か

れ

、

密

閉

さ

れ

た

検

査

セ

ル

に

入

れ

ら

れ

る

。

ロ

ボ

ッ

ト

ア

ー

ム

が

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

を

持

ち

上

げ

て

、

ユ

ニ

ッ

ト

内

の

カ

メ

ラ

が

複

数

の

角

度

か

ら

写

真

を

撮

影

す

る

。

次

に

、

マ

シ

ン

ビ

ジ

ョ

ン

が

写

真

を

分

析

し

、

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

の

表

面

の

異

常

を

特

定

す

る

。

異

常

が

検

出

さ

れ

た

場

合

、

機

械

学

習

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

が

実

行

さ

れ

て

異

常

を

分

類

し

、

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

の

品

質

を

「

評

価

」

す

る

。

「

評

価

」

と

は

、

欠

陥

を

修

復

で

き

る

か

ど

う

か

を

判

断

す

る

こ

と

を

意

味

す

る

。

技

術

者

の

役

割

は

変

わ

り

、

試

験

や

外

観

検

査

を

行

う

こ

と

は

な

く

な

っ

た

。

　

こ

の

事

例

で

は

試

験

や

外

観

検

査

と

い

う

技

術

者

の

従

来

の

タ

ス

ク

が

完

全

に

自

動

化

さ

れ

て

い

る

。

た

だ

し

、

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

の

形

状

に

よ

っ

て

は

、

Ａ

Ｉ

技

術

で

の

試

験

や

外

観

検

査

が

行

え

な

い

た

め

、

現

在

の

と

こ

ろ

、

同

社

の

技

術

者

は

必

要

で

あ

り

続

け

て

い

る

。

■

タ

ス

ク

の

部

分

的

自

動

化　

タ

ス

ク

の

部

分

的

自

動

化

と

は

、

特

定

の

タ

ス

ク

の

う

ち

の

一

部

分

が

自

動

化

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

　

典

型

例

は

、

顧

客

か

ら

の

問

い

合

わ

せ

に

対

応

す

る

Ａ

Ｉ

チ

ャ

ッ

ト

ボ

ッ

ト

で

あ

る

。

Ａ

Ｉ

チ

ャ

ッ

ト

ボ

ッ

ト

は

、

顧

客

か

ら

の

単

純

な

問

い

合

わ

せ

に

対

応

で

き

る

。

し

か

し

、

複

雑

な

問

い

合

わ

せ

に

対

応

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

複

雑

な

問

い

合

わ

せ

は

、

カ

ス

タ

マ

ー

担

当

者

が

対

応

す

る

。

つ

ま

り

、

顧

客

か

ら

の

問

い

合

わ

せ

に

対

応

す

る

と

い

う

カ

ス

タ

マ

ー

担

当

者

の

タ

ス

ク

の

う

ち

、

単

純

な

問

い

合

わ

せ

へ

対

応

と

い

う

一

部

分

は

自

動

化

さ

れ

る

が

、

Ａ

Ｉ

技

術

が

対

応

で

き

な

い

複

雑

な

問

い

合

わ

せ

対

応

は

担

当

者

の

タ

ス

ク

と

し

て

残

る

こ

と

に

な

る

。

■

新

た

な

タ

ス

ク

の

創

出

　

新

た

な

タ

ス

ク

の

創

出

と

は

、

Ａ

Ｉ

技

術

の

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

設

定

、

デ

ー

タ

分

析

、

Ａ

Ｉ

技

術

の

精

度

向

上

の

た

め

の

学

習

デ

ー

タ

の

入

力

、

顧

客

へ

の

Ａ

Ｉ

技

術

の

説

明

な

ど

で

あ

る

。

　

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

設

定

の

事

例

と

し

て

、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

鉄

鋼

製

品

会

社

の

事

例

を

み

て

み

よ

う

。

同

社

は

、

石

油

掘

削

に

使

わ

れ

る

鋼

棒

の

同

心

度

を

修

正

す

る

た

め

の

矯

正

機

を

制

御

す

る

Ａ

Ｉ

技

術

を

導

入

し

た

。

こ

の

Ａ

Ｉ

技

術

は

、

均

一

性

の

ず

れ

を

検

出

し

、

鋼

棒

の

同

心

度

が

基

準

値

に

一

致

す

る

ま

で

、

あ

る

ポ

イ

ン

ト

で

機

械

が

鋼

材

に

加

え

る

圧

力

を

再

調

整

す

る

。

導

入

前

は

作

業

員

が

手

作

業

で

鋼

棒

を

矯

正

し

て

い

た

が

、

Ａ

Ｉ

技

術

を

導

入

す

る

こ

と

で

矯

正

を

自

動

化

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

導

入

後

の

作

業

員

の

役

割

は

、

機

械

を

起

動

し

、

鋼

棒

を

装

着

し

、

ま

た

外

す

と

い

う

、

手

作

業

に

よ

る

矯

正

で

は

な

く

な

っ

た

。

し

か

し

、

新

た

な

タ

ス

ク

が

創

出

し

た

。

新

し

い

部

品

が

機

械

に

セ

ッ

ト

さ

れ

る

と

、

矯

正

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

を

設

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

た

め

に

、

作

業

員

は

加

工

品

の

全

長

、

直

径

、

測

定

す

る

ポ

イ

ン

ト

、

矯

正

す

る

ポ

イ

ン

ト

な

ど

を

指

定

す

る

。

こ

の

新

し

い

タ

ス

ク

の

た

め

に

、

作

業

員

は

矯

正

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

設

定

の

研

修

を

受

け

た

。

た

だ

し

、

こ

の

タ

ス

ク

は

比

較

的

簡

単

な

の

で

、

特

別

な

資

格

は

必

要

な

い

。

　

デ

ー

タ

分

析

の

事

例

は

日

本

の

製

造

Ｇ

社

で

み

ら

れ

た

。

同

社

が

導

入

し

た

Ａ

Ｉ

技

術

は

、

国

外

の

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

と

製

品

の

受

注

が

い

か

に

関

連

し

て

い

る

の

か

を

算

出

＝

可

視

化

す

る

。

こ

の

技

術

の

導

入

後

、

同

社

の

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

担

当

者

は

Ａ

Ｉ

技

術

が

算

出

し

た

デ

ー

タ

を

よ

り

深

く

分

析

す

る

タ

ス

ク

を

担

う

よ

う

に

な

っ

た

。

■

タ

ス

ク

の

変

化

と

品

質

管

理

の

関

連

　

Ａ

Ｉ

技

術

に

対

す

る

企

業

組

織

の

対

応

の

あ

り

方

の

観

点

か

ら

今

回

の

事

例

を

捉

え

て

み

る

と

、

Ａ

Ｉ

技

術

導

入

後

の

タ

ス

ク

の

変

化

は

、

品

質

管

理

の

あ

り

方

と

関

連

し

て

い

る

こ

と

が

示

唆

さ

れ

る

。

　

今

回

取

り

上

げ

た

事

例

で

は

、

Ａ

Ｉ

技

術

に

よ

る

外

観

検

査

を

行

っ

た

と

し

て

も

、

実

は

タ

ス

ク

の

変

化

が

異

な

っ

て

い

る

。

セ

ン

サ

ー

チ

ッ

プ

の

外

観

検

査

に

Ａ

Ｉ

技

術

を

活

用

し

た

日

本

の

製

造

Ｉ

社

の

タ

ス

ク

の

変

化

は

、

補

完

的

タ

ス

ク

変

化

で

あ

っ

た

。

一

方

、

タ

ー

ビ

ン

ブ

レ

ー

ド

の

外

観

検

査

に

Ａ

Ｉ

技

術

を

活

用

し

た

ア

メ

リ

カ

航

空

宇

宙

メ

ー

カ

ー

の

タ

ス

ク

の

変

化

は

、

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

で

あ

っ

た

。

日

本

と

ア

メ

リ

カ

の

事

例

に

差

異

が

み

ら

れ

た

。

な

ぜ

こ

の

よ

う

な

差

異

が

生

じ

た

の

だ

ろ

う

か

。

　

調

査

で

は

、

製

造

Ｉ

社

に

対

し

て

、

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

を

選

択

し

な

か

っ

た

理

由

を

尋

ね

て

い

る

。

同

社

の

外

観

検

査

は

１

０

０

％

の

水

準

で

正

し

く

行

わ

な

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

し

、

Ａ

Ｉ

技

術

の

判

定

は

１

０

０

％

正

し

い

と

は

限

ら

な

い

。

例

え

ば

、

Ａ

Ｉ

技

術

の

判

定

が

�

％

の

正

し

さ

で

あ

れ

ば

、

１

０

０

０

個

の

セ

ン

サ

ー

チ

ッ

プ

を

検

査

し

た

場

合

、

�

個

の

不

良

品

が

見

逃

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

。

こ

れ

を

阻

止

す

る

た

め

に

、

同

社

は

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

を

選

択

し

な

か

っ

た

。

同

社

は

１

０

０

％

水

準

の

品

質

管

理

を

目

指

し

て

い

る

た

め

、

完

全

自

動

化

で

は

な

く

、

補

完

的

タ

ス

ク

変

化

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

　

こ

の

事

例

か

ら

は

、

企

業

組

織

の

品

質

管

理

の

あ

り

方

が

、

タ

ス

ク

の

変

化

を

補

完

的

タ

ス

ク

変

化

に

導

く

の

か

、

そ

れ

と

も

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

に

導

く

の

か

を

規

定

し

て

い

る

こ

と

が

示

唆

さ

れ

る

。

　

た

だ

し

、

ア

メ

リ

カ

航

空

宇

宙

メ

ー

カ

ー

の

Ａ

Ｉ

技

術

の

判

定

は

、

１

０

０

％

の

正

し

さ

な

の

か

も

し

れ

な

い

。

ま

た

、

検

査

工

程

の

違

い

、

検

査

部

品

の

違

い

、

部

品

の

納

品

先

の

違

い

な

ど

も

関

連

し

て

い

る

か

も

し

れ

な

い

。

詳

細

は

今

後

の

研

究

課

題

と

し

て

い

る

。

■

自

動

化

に

対

す

る

雑

駁

な

感

想

　

タ

ス

ク

の

変

化

と

品

質

管

理

と

の

関

連

性

を

改

め

て

考

え

て

み

る

と

、

品

質

・

サ

ー

ビ

ス

の

水

準

を

下

げ

れ

ば

下

げ

る

ほ

ど

、

タ

ス

ク

の

完

全

自

動

化

が

進

む

と

い

う

結

論

に

な

り

そ

う

で

あ

る

。

日

本

企

業

は

、

自

動

化

と

品

質

・

サ

ー

ビ

ス

の

バ

ラ

ン

ス

を

ど

の

よ

う

に

考

え

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。

機

会

が

あ

れ

ば

尋

ね

て

み

た

い

。

経営・労働
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「

第

�

回

全

国

Ｉ

Ｅ

年

次

大

会

」

（

日

本

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

協

会

、

中

部

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

協

会

、

関

西

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

協

会

、

九

州

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

協

会

主

催

）

が

７

月

２

～

４

日

の

３

日

間

、

大

阪

市

の

大

阪

府

立

国

際

会

議

場

（

オ

ン

ラ

イ

ン

参

加

併

用

）

な

ど

で

開

催

さ

れ

た

。

同

大

会

で

は

、

「

い

の

ち

輝

く

未

来

を

拓

く

モ

ノ

づ

く

り

～

脈

々

と

受

け

継

が

れ

る

現

場

力

×

Ｘ

～

」

を

テ

ー

マ

に

、

全

体

会

議

（

基

調

講

演

、

特

別

講

演

）

、

交

流

会

、

事

例

発

表

会

、

現

場

見

学

会

が

行

わ

れ

た

。

開催あいさつする関西Ｉ

Ｅ協会・小原英夫会長

基

調

講

演

　

基

調

講

演

で

は

、

「

私

た

ち

が

い

な

け

れ

ば

生

ま

れ

な

か

っ

た

世

界

を

つ

く

る

」

を

テ

ー

マ

に

、

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

執

行

役

員

グ

ル

ー

プ

・

チ

ー

フ

・

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

・

オ

フ

ィ

サ

ー

、

薬

事

担

当

・

小

川

立

夫

氏

が

講

演

し

た

。

小

川

氏

は

、

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

グ

ル

ー

プ

の

技

術

部

門

を

統

括

す

る

立

場

か

ら

以

下

の

よ

う

に

語

っ

た

。

　

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

の

技

術

部

門

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

は

、

『

私

た

ち

が

い

な

け

れ

ば

生

ま

れ

な

か

っ

た

世

界

を

つ

く

る

』

だ

。

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

は

基

本

的

に

は

各

事

業

会

社

の

手

が

及

ば

な

い

あ

る

い

は

横

断

的

に

か

か

わ

る

部

分

を

主

に

担

当

し

て

い

る

。

　

目

下

の

喫

緊

の

課

題

は

、

地

球

環

境

問

題

の

解

決

に

い

か

に

貢

献

し

て

い

く

か

だ

。

一

人

一

人

が

健

康

で

安

心

、

安

全

に

暮

ら

せ

る

よ

う

に

す

る

に

は

ど

う

し

た

ら

よ

い

か

、

新

た

な

事

業

機

会

の

創

出

や

評

価

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

事

業

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

Ｄ

Ｘ

で

変

え

て

い

く

。

こ

れ

は

経

営

シ

ス

テ

ム

そ

の

も

の

だ

。

経

理

や

人

事

な

ど

も

含

め

て

一

体

で

考

え

な

い

と

い

け

な

い

。

経

営

の

仕

組

み

そ

の

も

の

を

変

え

て

い

く

こ

と

に

な

る

。

モ

ノ

づ

く

り

の

進

化

で

は

な

く

経

営

シ

ス

テ

ム

の

進

化

だ

。

今

後

は

ナ

レ

ッ

ジ

を

統

合

す

る

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

が

必

要

に

な

る

。

　

「

わ

か

ら

な

い

」

「

で

き

な

い

」

と

い

う

よ

う

な

知

的

肺

活

量

と

も

い

う

べ

き

も

の

が

技

術

屋

に

求

め

ら

れ

る

時

代

だ

。

意

味

や

価

値

そ

の

も

の

を

考

え

る

こ

と

は

先

人

が

や

っ

て

き

た

。

こ

れ

か

ら

は

「

哲

学

」

す

る

こ

と

が

大

切

だ

。

Ａ

Ｉ

は

体

を

持

っ

て

い

な

い

。

最

後

の

判

断

は

体

が

喜

ぶ

か

ど

う

か

だ

と

思

う

。

も

の

づ

く

り

の

責

任

は

ま

す

ま

す

大

き

く

な

っ

て

い

く

。

特

別

講

演

①

　

特

別

講

演

①

で

は

、

製

造

業

盛

り

上

げ

隊

代

表

取

締

役

・

も

の

づ

く

り

太

郎

氏

が

、

「

日

本

の

製

造

業

の

道

し

る

べ

」

と

題

し

て

講

演

し

た

。

も

の

づ

く

り

太

郎

氏

は

、

日

本

の

製

造

業

の

課

題

に

つ

い

て

以

下

の

よ

う

に

述

べ

た

。

　

今

後

の

製

造

業

の

革

新

は

Ｂ

ｏ

Ｍ

（

Ｂ

ｉ

ｌ

ｌ

　

ｏ

ｆ

　

Ｍ

ａ

ｔ

ｅ

ｒ

ｉ

ａ

ｌ

ｓ

）

に

あ

る

。

日

本

は

現

場

の

調

整

力

で

勝

っ

て

き

た

。

そ

こ

に

日

本

の

モ

ノ

づ

く

り

の

強

さ

が

あ

る

。

企

業

の

各

部

署

に

生

産

技

術

者

が

散

ら

ば

っ

て

企

業

力

を

向

上

し

て

き

た

。

　

Ｐ

Ｌ

Ｍ

（

Ｐ

ｒ

ｏ

ｂ

ｌ

ｅ

ｍ

　

Ｌ

ｉ

ｆ

ｅ

ｃ

ｙ

ｃ

ｌ

ｅ

　

Ｍ

ａ

ｎ

ａ

ｇ

ｅ

ｍ

ｅ

ｎ

ｔ

）

に

は

Ａ

Ｉ

の

時

代

が

く

る

。

設

計

、

調

達

、

販

売

に

Ａ

Ｉ

を

活

用

す

る

と

す

べ

て

が

変

わ

る

。

Ａ

Ｉ

は

ス

ト

ー

リ

ー

性

が

大

事

だ

。

し

か

し

日

本

は

、

Ｂ

ｏ

Ｍ

の

管

理

す

ら

で

き

て

い

な

い

。

誰

が

Ｐ

Ｌ

Ｍ

を

や

る

の

か

。

Ｐ

Ｌ

Ｍ

を

グ

ラ

ン

ド

デ

ザ

イ

ン

で

き

る

人

が

い

な

い

。

み

ん

な

Ｐ

Ｌ

Ｍ

が

で

き

な

く

て

困

っ

て

い

る

。

一

緒

に

土

台

を

つ

く

り

、

生

産

技

術

者

の

頑

張

り

を

見

え

る

化

し

て

地

位

を

上

げ

て

い

き

た

い

。

特

別

講

演

②

　

特

別

講

演

②

は

、

「

社

員

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

が

会

社

を

変

え

る

―

な

ぜ

幸

せ

な

社

員

は

生

産

性

が

�

％

高

い

の

か

？

」

と

題

し

て

、

カ

ル

チ

ャ

リ

ア

代

表

取

締

役

社

長

／

国

際

人

事

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

・

奥

山

由

実

子

氏

が

講

演

し

た

。

奥

山

氏

は

以

下

の

よ

う

に

述

べ

た

。

　

幸

福

度

が

必

要

な

社

会

背

景

は

、

事

業

成

長

・

継

続

を

支

え

る

資

本

が

変

化

し

た

か

ら

だ

。

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

ま

で

は

、

物

・

金

が

中

心

で

あ

っ

た

が

今

後

は

、

情

報

・

人

・

知

財

が

中

心

と

な

る

。

　

働

き

方

改

革

に

よ

り

労

働

環

境

へ

の

意

識

は

高

ま

っ

て

い

る

が

、

社

員

の

感

情

が

資

本

に

な

っ

て

い

る

こ

と

に

気

づ

い

て

い

な

い

企

業

が

多

い

。

生

産

性

向

上

の

要

因

は

報

酬

か

ら

感

情

（

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

、

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

）

へ

変

化

し

て

い

る

。

　

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

が

高

い

と

さ

れ

て

い

る

従

業

員

は

満

足

度

が

高

い

か

ら

だ

と

さ

れ

て

い

た

が

、

最

近

の

調

査

で

は

満

足

度

は

影

響

が

な

く

、

幸

福

度

が

強

く

関

係

す

る

こ

と

が

分

か

っ

た

。

幸

福

度

が

高

い

従

業

員

は

生

産

性

が

約

�

％

向

上

し

、

離

職

率

も

低

い

と

言

わ

れ

て

い

る

。

　

従

業

員

幸

福

度

を

向

上

さ

せ

る

に

は

ど

う

し

た

ら

よ

い

か

。

働

き

や

す

い

職

場

づ

く

り

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

職

場

に

潜

む

不

均

衡

・

不

一

致

・

不

理

解

・

不

信

感

な

ど

の

「

不

」

を

解

消

し

て

い

く

こ

と

が

第

一

ス

テ

ッ

プ

だ

。
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事例発表会会場

事

例

発

表

会

　

３

日

に

は

、

第

１

分

科

会

「

ミ

ャ

ク

ミ

ャ

ク

・

モ

ノ

づ

く

り

」

、

第

２

分

科

会

「

ミ

ャ

ク

ミ

ャ

ク

・

コ

ト

づ

く

り

」

、

第

３

分

科

会

「

ミ

ャ

ク

ミ

ャ

ク

・

ヒ

ト

づ

く

り

」

の

３

会

場

で

�

の

事

例

発

表

が

行

わ

れ

た

。

　

ダ

イ

キ

ン

工

業

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

・

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

の

平

野

徹

シ

ニ

ア

ス

キ

ル

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

は

、

「

ダ

イ

キ

ン

情

報

技

術

大

学

（

Ｄ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

）

の

取

り

組

み

の

実

際

」

を

テ

ー

マ

に

発

表

し

た

（

第

３

分

科

会

）

。

　

Ｄ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

は

２

０

１

７

年

に

大

阪

大

学

包

括

連

携

の

一

環

で

社

内

大

学

と

し

て

設

立

さ

れ

、

Ａ

Ｉ

や

デ

ー

タ

分

析

技

術

を

推

進

す

る

人

材

を

育

成

し

て

お

り

、

２

０

２

５

年

度

末

に

２

０

０

０

人

の

Ａ

Ｉ

人

材

を

育

成

す

る

目

標

を

掲

げ

て

い

る

。

１

０

０

人

の

新

入

社

員

を

２

年

間

か

け

て

育

成

す

る

新

入

社

員

向

け

教

育

、

６

カ

月

で

若

手

中

心

に

育

成

す

る

既

存

社

員

向

け

講

座

、

基

幹

職

向

Ａ

Ｉ

講

座

、

幹

部

向

Ａ

Ｉ

講

座

、

役

員

向

講

座

が

あ

り

、

ス

キ

ル

別

、

レ

ベ

ル

別

に

も

「

デ

ー

タ

活

用

講

座

」

「

Ａ

Ｉ

技

術

開

発

講

座

」

「

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

講

座

」

な

ど

の

各

種

講

座

を

開

催

し

て

い

る

。

　

平

野

氏

は

、

「

Ｄ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

開

校

か

ら

６

年

が

経

過

し

、

『

Ａ

Ｉ

・

Ｉ

ｏ

Ｔ

が

わ

か

る

人

材

（

レ

ベ

ル

２

）

』

『

で

き

る

人

材

（

レ

ベ

ル

３

）

』

の

育

成

は

着

実

に

進

ん

で

き

た

。

修

了

生

は

２

０

２

３

年

末

に

１

５

２

４

人

と

な

っ

た

。

Ｄ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

を

通

じ

て

の

事

業

貢

献

と

新

し

い

文

化

の

醸

成

が

起

き

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

　

日

本

ガ

イ

シ

Ｎ

Ｖ

推

進

本

部

共

創

推

進

共

創

グ

ル

ー

プ

の

漆

﨑

雅

紀

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

は

、

「

五

つ

の

変

革

を

推

進

し

事

業

構

成

の

転

換

を

目

指

す

」

を

テ

ー

マ

に

発

表

し

た

（

第

２

分

科

会

）

。

　

同

社

で

は

、

セ

ラ

ミ

ッ

ク

ス

事

業

（

内

燃

機

関

ビ

ジ

ネ

ス

）

か

ら

、

デ

ジ

タ

ル

社

会

関

連

事

業

、

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

関

連

事

業

へ

の

事

業

転

換

を

図

る

た

め

に

、

２

０

２

１

年

に

、

あ

り

た

い

姿

と

し

て

「

独

自

の

セ

ラ

ミ

ッ

ク

技

術

で

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

や

デ

ジ

タ

ル

社

会

に

貢

献

す

る

」

、

な

す

べ

き

こ

と

と

し

て

、

「

五

つ

の

変

革

（

Ｅ

Ｓ

Ｇ

経

営

、

収

益

力

向

上

、

Ｄ

Ｘ

推

進

、

研

究

開

発

、

商

品

開

花

）

に

よ

り

、

事

業

構

成

を

転

換

す

る

」

こ

と

を

定

め

た

。

　

漆

﨑

氏

は

、

「

Ｅ

Ｓ

Ｇ

経

営

」

で

は

Ｅ

Ｓ

Ｇ

を

経

営

の

中

心

と

位

置

付

け

、

「

環

境

ビ

ジ

ョ

ン

」

を

制

定

し

、

ガ

ス

燃

焼

炉

の

焼

成

工

程

に

お

け

る

技

術

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

推

進

な

ど

を

図

っ

て

い

る

こ

と

や

、

「

研

究

開

発

」

で

は

新

し

く

事

業

化

す

る

製

品

の

売

上

高

に

つ

い

て

、

２

０

３

０

年

に

売

上

高

１

０

０

０

億

円

規

模

を

目

標

と

し

て

い

る

こ

と

、

「

商

品

開

花

」

で

は

商

品

を

開

花

さ

せ

る

力

を

付

け

る

た

め

に

、

横

断

的

な

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

や

外

と

の

協

働

の

拡

大

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

Ｖ

Ａ

Ｉ

Ｏ

の

丸

山

由

幸

執

行

役

員

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

本

部

本

部

長

は

、

「

『

安

曇

野

Ｆ

Ｉ

Ｎ

Ｉ

Ｓ

Ｈ

』

を

核

と

し

て

進

化

し

続

け

る

モ

ノ

づ

く

り

」

を

テ

ー

マ

に

発

表

し

た

（

第

１

分

科

会

）

。

　

Ｖ

Ａ

Ｉ

Ｏ

は

ソ

ニ

ー

の

Ｐ

Ｃ

ブ

ラ

ン

ド

か

ら

「

Ｖ

Ａ

Ｉ

Ｏ

株

式

会

社

」

と

し

て

独

立

し

、

今

年

７

月

で

設

立

�

年

を

迎

え

た

。

独

立

以

来

、

法

人

向

け

ビ

ジ

ネ

ス

に

転

換

し

、

売

上

の

８

割

以

上

が

法

人

向

け

と

な

っ

て

い

る

。

三

つ

の

本

質

的

な

価

値

（

カ

ッ

コ

イ

イ

、

カ

シ

コ

イ

、

ホ

ン

モ

ノ

）

を

商

品

理

念

と

し

て

、

す

べ

て

の

も

の

づ

く

り

の

機

能

を

安

曇

野

の

本

社

・

工

場

に

集

約

し

、

安

曇

野

工

場

で

専

任

の

技

術

者

が

１

台

ず

つ

仕

上

げ

を

行

う

「

安

曇

野

Ｆ

Ｉ

Ｎ

Ｉ

Ｓ

Ｈ

」

を

核

と

す

る

も

の

づ

く

り

を

行

っ

て

い

る

。

　

丸

山

氏

は

、

全

て

の

部

署

の

声

を

企

画

・

設

計

構

想

の

段

階

か

ら

反

映

さ

せ

る

「

上

流

設

計

」

の

体

制

を

取

っ

て

い

る

こ

と

や

、

生

産

状

況

や

品

質

情

報

、

温

湿

度

な

ど

の

生

産

環

境

な

ど

を

い

つ

で

も

、

誰

で

も

、

す

ぐ

に

見

ら

れ

る

工

程

の

見

え

る

化

を

実

現

し

て

い

る

こ

と

、

全

て

の

工

程

に

カ

メ

ラ

を

設

置

し

、

動

画

を

保

存

す

る

こ

と

で

、

改

善

に

つ

な

げ

て

い

る

こ

と

な

ど

に

触

れ

た

。

日

本

Ｉ

Ｅ

文

献

賞

表

彰

式

　

２

日

に

は

「

第

�

回

日

本

Ｉ

Ｅ

文

献

賞

」

の

表

彰

式

が

行

わ

れ

た

。

受

賞

者

は

次

の

通

り

。

【

貢

献

賞

】

「

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

時

代

の

改

善

中

核

人

財

の

育

成

」

大

西

壮

氏

（

Ａ

Ｇ

Ｃ

）

、

「

デ

ジ

タ

ル

と

現

場

を

つ

な

げ

る

モ

ノ

づ

く

り

」

加

藤

博

氏

（

リ

コ

ー

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ー

）

、

「

Ｉ

ｏ

Ｔ

ツ

ー

ル

活

用

に

よ

る

段

取

時

間

の

短

縮

活

動

の

活

性

化

」

大

原

健

氏

（

住

友

電

気

工

業

）

、

「

Ｄ

Ｘ

と

自

動

装

置

を

活

用

し

た

段

原

紙

倉

庫

内

作

業

の

効

率

化

」

宍

戸

正

弘

氏

（

レ

ン

ゴ

ー

）

、

「

生

産

性

向

上

に

取

り

組

む

も

の

づ

く

り

企

業

の

支

援

に

つ

い

て

」

楠

本

雄

裕

氏

（

鳥

取

県

産

業

技

術

セ

ン

タ

ー

）

【

改

善

賞

】

「

全

員

目

標

作

業

に

よ

る

有

機

農

作

業

の

生

産

性

向

上

」

佐

藤

珠

希

氏

、

篠

田

心

治

氏

（

成

蹊

大

学

）

、

「

研

究

開

発

型

の

農

業

法

人

が

め

ざ

す

農

業

現

場

の

生

産

性

向

上

」

浅

井

雄

一

郎

氏

、

馬

場

幸

紀

氏

、

澁

谷

九

輝

氏

、

大

湊

惟

人

氏

（

浅

井

農

園

）

、

「

国

立

印

刷

局

に

お

け

る

業

務

改

善

活

動

」

中

川

雄

貴

氏

（

国

立

印

刷

局

）
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サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

（

Ｃ

Ｅ

）

は

言

う

ま

で

も

な

く

、

資

源

枯

渇

の

問

題

と

廃

棄

物

問

題

の

解

決

を

狙

っ

て

い

る

。

気

候

変

動

や

化

学

物

質

に

よ

る

汚

染

な

ど

の

問

題

が

完

全

に

解

決

し

た

と

し

て

も

、

こ

の

二

つ

の

問

題

が

解

決

で

き

な

い

こ

と

に

は

真

の

持

続

可

能

な

ビ

ジ

ネ

ス

、

そ

し

て

真

の

持

続

可

能

な

社

会

と

は

な

ら

な

い

。

地

球

は

有

限

な

環

境

で

あ

る

の

で

、

そ

の

中

で

永

続

的

に

事

業

を

行

う

た

め

に

は

こ

の

問

題

を

解

決

す

る

し

か

な

い

の

だ

。

そ

の

具

体

的

な

ゴ

ー

ル

と

し

て

、

廃

棄

物

が

生

ま

れ

な

い

、

廃

棄

物

が

む

し

ろ

新

た

な

製

品

の

原

料

と

な

る

よ

う

な

循

環

型

の

生

産

と

消

費

の

仕

組

み

に

し

よ

う

と

い

う

の

が

Ｃ

Ｅ

の

発

想

だ

ろ

う

。

　

人

間

が

こ

う

し

た

問

題

に

直

面

す

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

産

業

革

命

以

降

だ

。

大

量

生

産

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

、

そ

れ

は

大

量

消

費

、

そ

し

て

大

量

廃

棄

に

つ

な

が

っ

た

。

ま

た

そ

の

結

果

、

よ

り

多

く

の

人

口

を

養

う

こ

と

が

可

能

に

な

り

、

大

量

消

費

は

さ

ら

に

加

速

し

た

。

問

題

を

さ

ら

に

複

雑

に

し

て

い

る

の

は

、

技

術

の

発

展

に

よ

り

、

簡

単

に

は

廃

棄

や

分

解

で

き

な

い

物

質

を

容

易

に

生

産

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

だ

。

い

ず

れ

に

し

ろ

、

こ

れ

ら

は

産

業

革

命

以

来

、

た

か

だ

か

２

０

０

年

の

間

に

生

じ

た

問

題

で

あ

る

。

　

一

方

、

こ

の

地

球

上

に

は

も

っ

と

長

い

間

、

持

続

的

に

機

能

し

て

き

た

シ

ス

テ

ム

が

あ

る

。

生

態

系

だ

。

生

物

が

�

億

年

の

長

き

に

わ

た

っ

て

作

り

、

洗

練

さ

せ

て

き

た

持

続

可

能

な

シ

ス

テ

ム

が

現

在

の

生

態

系

で

あ

り

、

そ

れ

は

完

璧

な

循

環

型

に

な

っ

て

い

る

と

言

っ

て

よ

い

。

し

た

が

っ

て

、

な

ぜ

生

態

系

が

循

環

可

能

な

の

か

を

考

え

れ

ば

、

私

た

ち

が

Ｃ

Ｅ

を

作

る

ヒ

ン

ト

も

得

ら

れ

る

は

ず

だ

。

■

生

態

系

が

循

環

可

能

な

理

由

　

生

態

系

に

は

、

生

産

者

と

消

費

者

だ

け

で

な

く

、

分

解

者

が

い

る

。

そ

し

て

、

消

費

速

度

は

生

産

速

度

で

律

速

さ

れ

、

生

産

速

度

は

分

解

速

度

で

律

速

さ

れ

る

。

ゆ

え

に

過

剰

な

消

費

や

生

産

は

起

き

な

い

と

い

う

の

が

ま

ず

重

要

な

こ

と

だ

。

そ

し

て

、

生

物

は

ど

こ

に

で

も

あ

る

、

希

薄

な

資

源

を

う

ま

く

使

っ

て

生

産

す

る

。

石

油

や

鉄

鉱

石

の

よ

う

に

偏

在

す

る

特

殊

な

資

源

に

依

存

す

る

の

で

は

な

く

、

二

酸

化

炭

素

、

水

、

光

、

そ

し

て

微

量

の

元

素

で

多

様

な

有

機

物

を

作

り

出

す

の

だ

。

し

た

が

っ

て

、

資

源

枯

渇

の

問

題

は

起

き

な

い

し

、

分

解

で

き

な

い

も

の

、

循

環

で

き

な

い

も

の

も

生

産

し

な

い

。

廃

棄

物

問

題

は

生

じ

な

い

の

だ

。

　

も

う

一

つ

興

味

深

い

の

は

、

生

物

の

世

界

で

は

一

つ

の

種

が

他

を

圧

倒

し

て

環

境

を

独

占

す

る

こ

と

は

な

い

と

い

う

こ

と

だ

。

む

し

ろ

多

様

な

種

が

少

し

ず

つ

異

な

る

役

割

を

分

担

し

、

そ

の

こ

と

で

無

駄

を

徹

底

的

に

な

く

す

こ

と

に

成

功

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

た

と

え

環

境

が

変

化

す

る

こ

と

が

あ

っ

て

も

、

多

様

な

生

物

が

存

在

す

る

た

め

に

適

応

力

に

も

富

ん

で

い

る

の

だ

。

　

生

物

が

成

功

し

て

い

る

こ

う

し

た

仕

組

み

を

見

習

え

ば

、

希

少

な

資

源

を

濃

縮

し

て

集

約

度

を

高

め

る

こ

と

で

効

率

を

最

大

化

す

る

と

い

う

工

業

的

な

手

法

で

は

な

く

、

徹

底

的

に

分

散

化

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

環

境

に

適

し

た

多

様

な

や

り

方

を

目

指

す

と

い

う

方

が

合

理

的

に

思

え

て

く

る

。

石

油

や

鉄

鉱

石

の

よ

う

に

偏

在

す

る

資

源

を

掘

り

起

こ

し

、

高

純

度

に

精

製

し

、

そ

れ

を

使

っ

て

大

量

に

同

じ

も

の

を

作

る

と

い

う

「

力

ず

く

」

の

や

り

方

は

再

考

し

た

方

が

よ

い

。

私

た

ち

は

む

し

ろ

、

ど

こ

ま

で

細

や

か

に

モ

ノ

を

作

り

、

使

い

、

分

解

し

、

循

環

で

き

る

か

を

優

先

す

べ

き

だ

ろ

う

。

■

生

物

を

活

用

す

る

と

い

う

発

想

へ

　

真

の

循

環

型

シ

ス

テ

ム

の

構

築

に

は

、

機

械

よ

り

も

む

し

ろ

生

物

を

使

っ

た

方

が

う

ま

く

い

く

こ

と

に

私

た

ち

は

気

づ

き

は

じ

め

た

。

生

物

を

中

心

に

自

然

を

活

用

し

て

様

々

な

社

会

課

題

を

解

決

す

る

や

り

方

、

い

わ

ゆ

る

Ｎ

ｂ

Ｓ

（

Ｎ

ａ

ｔ

ｕ

ｒ

ｅ

―

ｂ

ａ

ｓ

ｅ

ｄ

　

Ｓ

ｏ

ｌ

ｕ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

ｓ

、

自

然

に

基

づ

く

解

決

方

法

）

が

近

年

注

目

さ

れ

て

い

る

。

自

然

の

仕

組

み

を

う

ま

く

利

用

す

れ

ば

環

境

に

害

を

与

え

る

こ

と

が

な

く

、

ま

た

経

済

的

で

あ

る

場

合

も

多

い

。

　

２

０

２

２

年

に

開

催

さ

れ

た

生

物

多

様

性

条

約

Ｃ

Ｏ

Ｐ

�

に

お

い

て

、

生

物

多

様

性

が

失

わ

れ

続

け

て

い

る

現

在

の

状

況

を

２

０

３

０

年

ま

で

に

反

転

す

る

と

い

う

、

い

わ

ゆ

る

ネ

イ

チ

ャ

ー

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

を

目

標

と

す

る

こ

と

に

世

界

が

合

意

し

た

。

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

と

並

ぶ

こ

れ

か

ら

の

世

界

目

標

で

あ

る

。

こ

れ

は

単

に

生

態

系

を

復

活

さ

せ

よ

う

と

い

う

倫

理

的

な

目

標

で

は

な

く

、

生

態

系

の

機

能

を

強

化

し

、

Ｎ

ｂ

Ｓ

を

も

っ

と

積

極

的

に

使

お

う

と

い

う

意

図

が

背

景

に

あ

る

。

そ

の

方

が

、

現

実

的

で

あ

る

こ

と

に

世

界

は

気

が

付

き

始

め

て

お

り

、

工

業

的

な

手

法

に

依

存

し

過

ぎ

た

近

代

に

対

す

る

反

省

の

時

代

が

始

ま

っ

た

と

言

っ

て

よ

い

だ

ろ

う

。

　

こ

う

し

た

流

れ

を

見

る

と

、

今

の

工

業

的

な

シ

ス

テ

ム

を

改

善

し

、

大

量

生

産

を

大

量

循

環

さ

せ

る

だ

け

で

は

本

当

の

Ｃ

Ｅ

は

難

し

い

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

も

っ

と

生

物

の

や

り

方

を

学

び

、

生

物

に

任

せ

ら

れ

る

こ

と

は

な

る

べ

く

生

物

に

ま

か

せ

る

。

す

な

わ

ち

Ｎ

ｂ

Ｓ

的

な

方

法

を

積

極

的

に

活

用

し

、

工

業

的

ア

プ

ロ

ー

チ

と

の

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

を

考

え

た

方

が

、

Ｃ

Ｅ

の

実

現

は

現

実

的

に

な

る

。

つ

ま

り

、

生

物

を

い

か

に

う

ま

く

活

用

で

き

る

か

が

、

こ

れ

か

ら

の

時

代

の

成

功

の

鍵

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

高橋佑輔講師

経営・労働／トピックス

　

日

本

生

産

性

本

部

は

７

月

�

日

、

「

次

世

代

リ

ー

ダ

ー

育

成

研

修

２

０

２

４

」

（

Ｎ

Ｌ

Ａ

Ｐ

）

の

初

回

を

都

内

で

開

催

し

た

（

７

月

～

�

月

、

全

５

回

）

。

講

師

は

、

本

紙

で

連

載

を

執

筆

し

て

い

る

高

橋

佑

輔

・

同

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

。

以

下

、

講

義

要

旨

。

★

参

加

者

が

自

ら

を

発

見

　

「

変

化

が

激

し

い

次

世

代

に

求

め

ら

れ

る

も

の

」

を

捉

え

、

自

分

た

ち

の

組

織

の

あ

り

方

や

チ

ー

ム

の

行

方

を

デ

ザ

イ

ン

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

リ

ー

ダ

ー

自

身

が

、

あ

え

て

不

確

実

な

環

境

に

身

を

置

い

て

内

な

る

多

様

性

を

育

て

、

修

羅

場

を

経

験

す

る

こ

と

を

通

じ

て

変

化

し

続

け

る

こ

と

が

大

切

だ

。

　

本

セ

ミ

ナ

ー

で

は

、

①

社

外

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築

、

②

創

造

性

の

再

発

見

、

③

未

来

の

構

想

を

通

じ

て

、

今

後

、

立

ち

向

か

う

「

次

世

代

」

を

参

加

者

自

身

に

発

見

し

て

ほ

し

い

。

★

問

い

の

力

が

世

界

を

変

え

る

　

こ

れ

ま

で

ビ

ジ

ネ

ス

で

有

効

と

さ

れ

て

き

た

最

短

距

離

で

課

題

解

決

を

目

指

す

「

論

理

的

思

考

」

に

対

し

て

、

現

在

は

思

考

の

発

散

と

収

束

を

繰

り

返

す

「

創

造

的

思

考

」

が

注

目

さ

れ

て

い

る

。

創

造

的

思

考

の

カ

ギ

は

「

質

の

高

い

課

題

解

決

の

過

程

」

で

あ

り

、

「

問

い

を

自

ら

立

て

る

力

」

が

重

視

さ

れ

る

。

　

従

来

の

論

理

的

思

考

に

の

み

依

存

し

て

い

る

と

、

効

率

性

を

優

先

す

る

あ

ま

り

、

最

初

に

設

定

し

た

発

想

以

上

の

ア

イ

デ

ア

は

生

ま

れ

な

い

。

こ

れ

で

は

市

場

の

変

化

に

対

応

で

き

ず

、

時

代

に

取

り

残

さ

れ

る

リ

ス

ク

が

あ

る

と

明

確

に

自

覚

す

べ

き

。

　

も

ち

ろ

ん

、

創

造

的

思

考

だ

け

で

は

組

織

は

回

ら

な

い

た

め

、

論

理

的

思

考

と

の

使

い

分

け

が

必

要

。

Ａ

Ｉ

の

普

及

に

よ

っ

て

、

い

か

に

人

間

な

ら

で

は

の

付

加

価

値

を

生

み

出

す

か

が

勝

敗

を

分

け

る

。

責

任

あ

る

リ

ー

ダ

ー

が

創

造

的

思

考

で

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

問

い

を

立

て

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

そ

の

先

は

従

来

型

の

ア

プ

ロ

ー

チ

で

も

、

他

者

の

目

を

引

く

発

想

に

至

る

可

能

性

が

あ

る

。

　

既

視

感

が

あ

る

問

い

か

ら

は

、

誰

か

の

借

り

物

の

よ

う

な

発

想

し

か

生

ま

れ

な

い

。

世

界

を

変

え

、

社

会

を

動

か

す

問

い

を

ど

う

や

っ

て

自

分

の

中

に

構

築

し

て

い

く

か

。

★

違

和

感

が

創

造

性

の

始

ま

り

　

問

い

を

立

て

る

力

を

養

う

一

つ

の

方

法

は

、

普

段

か

ら

世

間

に

対

す

る

「

な

ん

か

お

か

し

い

な

、

こ

れ

は

嫌

だ

な

」

と

い

う

違

和

感

や

ズ

レ

を

認

識

す

る

こ

と

。

世

の

中

す

べ

て

の

問

題

が

き

れ

い

に

言

語

化

さ

れ

て

整

理

で

き

る

と

は

限

ら

な

い

。

複

雑

な

事

象

を

す

ぐ

記

号

化

し

て

分

類

せ

ず

に

、

複

雑

な

ま

ま

受

け

止

め

る

。

こ

れ

ま

で

ビ

ジ

ネ

ス

で

は

重

視

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た

「

自

分

ら

し

さ

」

と

い

う

曖

昧

な

基

準

を

改

め

て

考

え

る

こ

と

が

創

造

性

の

再

発

見

と

な

る

。

　

研

修

の

問

い

合

わ

せ

は

、

同

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

３

１

ま

で

。

生 産 性 新 聞 （６）２０２４年（令和６年）８月２５日（日曜日）
【第三種郵便物認可】

本紙面の著作権は公益財団法人日本生産性本部に帰属します。権利侵害となるようなご利用はお断り致します。



の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
法

で

を
円
滑
に

ア
サ
ー
シ
ョ
ン

ア
サ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

広報・ＰＲ／連載

　

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

を

ビ

ジ

ネ

ス

で

活

用

し

、

大

き

な

成

果

を

上

げ

て

い

る

企

業

は

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

。

自

社

の

業

務

効

率

を

改

善

し

た

り

、

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

施

策

を

考

え

て

も

ら

っ

た

り

、

顧

客

へ

の

サ

ー

ビ

ス

に

利

用

し

た

り

し

て

い

ま

す

。

　

そ

の

際

、

ス

モ

ー

ル

ス

タ

ー

ト

な

ら

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

の

ウ

ェ

ブ

版

で

も

よ

い

の

で

す

が

、

全

社

利

用

す

る

場

合

は

、

Ａ

Ｉ

の

学

習

に

入

力

デ

ー

タ

を

利

用

さ

れ

な

い

よ

う

に

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

の

Ａ

Ｐ

Ｉ

を

使

う

ケ

ー

ス

が

多

く

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

エ

ン

タ

ー

プ

ラ

イ

ズ

で

利

用

す

る

場

合

は

、

マ

イ

ク

ロ

ソ

フ

ト

の

「

Ａ

ｚ

ｕ

ｒ

ｅ

Ｏ

ｐ

ｅ

ｎ

Ａ

Ｉ

Ｓ

ｅ

ｒ

ｖ

ｉ

ｃ

ｅ

」

と

い

う

サ

ー

ビ

ス

に

よ

り

、

簡

単

に

言

う

と

自

社

独

自

の

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

環

境

を

構

築

す

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

ユ

ー

ザ

ー

が

入

力

し

た

デ

ー

タ

を

Ａ

Ｉ

の

学

習

デ

ー

タ

と

し

て

利

用

さ

れ

な

い

な

ど

、

強

固

な

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

機

能

を

備

え

て

い

る

の

が

特

徴

で

す

。

　

実

際

に

企

業

で

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

を

活

用

し

て

い

る

事

例

を

い

く

つ

か

紹

介

し

ま

す

。

例

え

ば

、

サ

イ

バ

ー

エ

ー

ジ

ェ

ン

ト

は

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

を

広

告

制

作

に

活

用

し

て

い

ま

す

。

２

０

２

３

年

に

「

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

変

革

室

」

を

設

置

し

、

約

２３

万

時

間

も

の

広

告

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

時

間

の

３

割

、

約

７

万

時

間

の

削

減

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

　

サ

ン

ト

リ

ー

は

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

を

使

い

、

「

Ｇ

Ｒ

Ｅ

Ｅ

Ｎ

Ｄ

Ａ

・

Ｋ

Ａ

・

Ｒ

Ａ

や

さ

し

い

麦

茶

」

の

Ｃ

Ｍ

を

作

成

し

ま

し

た

。

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

が

製

作

総

指

揮

を

担

い

、

企

画

を

考

え

、

声

優

を

選

ん

だ

そ

う

で

す

。

　

コ

カ

・

コ

ー

ラ

は

顧

客

が

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

ク

リ

ス

マ

ス

カ

ー

ド

を

生

成

で

き

る

「

Ｃ

ｒ

ｅ

ａ

ｔ

ｅ

Ｒ

ｅ

ａ

ｌ

Ｍ

ａ

ｇ

ｉ

ｃ

」

と

い

う

ツ

ー

ル

を

提

供

し

、

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

と

Ｄ

Ａ

Ｌ

Ｌ

―

Ｅ

と

い

う

画

像

生

成

Ａ

Ｉ

を

組

み

合

わ

せ

て

使

っ

て

い

ま

す

。

　

中

央

省

庁

で

は

農

水

省

が

い

ち

早

く

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

を

使

い

始

め

、

マ

ニ

ュ

ア

ル

の

改

定

に

活

用

し

て

い

ま

す

。

今

で

は

様

々

な

自

治

体

が

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

を

利

用

し

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、

千

葉

県

松

戸

市

で

は

企

画

の

立

案

や

行

政

サ

ー

ビ

ス

案

内

の

作

成

、

住

民

に

わ

か

り

や

す

い

文

章

を

作

成

す

る

補

助

的

手

段

、

文

章

の

校

正

と

い

っ

た

用

途

で

活

用

し

て

い

ま

す

。

　

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

は

業

務

の

効

率

を

向

上

さ

せ

、

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

が

得

ら

れ

ま

す

。

マ

ッ

キ

ン

ゼ

ー

は

生

成

Ａ

Ｉ

に

よ

り

、

毎

年

約

６

５

０

兆

円

も

の

経

済

効

果

が

得

ら

れ

る

と

予

測

し

て

お

り

、

そ

の

７５

％

は

、

カ

ス

タ

マ

ー

・

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

、

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

・

セ

ー

ル

ス

、

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

・

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

、

研

究

開

発

の

４

分

野

が

占

め

る

と

の

こ

と

で

す

。

　

す

で

に

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

を

カ

ス

タ

マ

ー

・

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

導

入

し

て

い

る

企

業

は

多

く

、

新

人

を

中

心

に

生

産

性

が

大

き

く

向

上

し

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

は

顧

客

と

直

接

会

話

す

る

Ａ

Ｉ

チ

ャ

ッ

ト

ボ

ッ

ト

と

し

て

利

用

し

て

い

る

ケ

ー

ス

も

あ

り

ま

す

。

コ

カ

・

コ

ー

ラ

や

サ

ン

ト

リ

ー

の

よ

う

に

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

で

活

用

す

る

と

こ

ろ

も

増

え

て

き

ま

し

た

。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

開

発

で

も

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

が

活

躍

し

て

お

り

、

創

薬

な

ど

の

研

究

開

発

で

の

活

用

も

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

　

今

後

、

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

に

限

ら

ず

生

成

Ａ

Ｉ

が

あ

ら

ゆ

る

ビ

ジ

ネ

ス

領

域

で

活

用

さ

れ

て

い

く

こ

と

は

間

違

い

あ

り

ま

せ

ん

。

Ｃ

ｈ

ａ

ｔ

Ｇ

Ｐ

Ｔ

と

は

何

か

を

知

る

た

め

に

も

ま

ず

は

無

料

プ

ラ

ン

で

い

い

の

で

触

り

始

め

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。

　

さ

て

、

前

回

三

つ

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ス

タ

イ

ル

（

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

、

ア

グ

レ

ッ

シ

ブ

、

パ

ッ

シ

ブ

）

に

つ

い

て

お

話

し

し

ま

し

た

。

そ

し

て

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

な

姿

勢

は

、

自

然

と

身

に

つ

く

姿

勢

で

は

な

く

、

私

た

ち

が

改

め

て

学

ぶ

必

要

が

あ

る

の

で

す

。

　

こ

れ

ま

で

日

本

文

化

の

傾

向

は

「

沈

黙

は

金

な

り

」

「

言

わ

ぬ

が

花

」

と

い

う

こ

と

わ

ざ

に

表

さ

れ

る

よ

う

に

、

自

己

主

張

や

自

己

表

現

を

し

な

い

パ

ッ

シ

ブ

な

あ

り

方

を

よ

し

と

し

て

き

ま

し

た

。

で

す

の

で

、

問

題

が

あ

っ

た

と

き

に

相

手

と

真

正

面

か

ら

話

し

合

う

と

い

う

や

り

方

を

見

て

学

ぶ

チ

ャ

ン

ス

が

少

な

か

っ

た

の

で

す

。

た

だ

し

、

多

様

性

の

広

が

り

に

伴

い

、

こ

れ

ま

で

の

よ

う

な

「

言

わ

ず

に

済

ま

す

」

「

察

し

て

も

ら

う

」

と

い

う

婉

曲

な

や

り

方

で

は

う

ま

く

い

か

な

く

な

り

ま

す

。

一

方

で

、

不

満

や

改

善

点

を

伝

え

よ

う

と

す

る

と

ク

レ

ー

マ

ー

の

よ

う

に

相

手

を

攻

撃

し

て

し

ま

う

よ

う

で

は

、

人

間

関

係

が

う

ま

く

い

き

ま

せ

ん

。

そ

こ

で

改

め

て

、

「

伝

え

方

を

学

ぶ

」

必

要

が

あ

る

わ

け

で

す

。

　

と

こ

ろ

が

ア

サ

ー

シ

ョ

ン

を

学

ん

だ

人

か

ら

は

、

こ

ん

な

声

も

耳

に

し

ま

す

。

「

私

の

会

社

で

は

、

と

て

も

目

下

の

者

か

ら

目

上

の

者

に

向

か

っ

て

問

題

の

指

摘

を

す

る

こ

と

は

難

し

い

。

少

し

で

も

意

に

沿

わ

な

い

こ

と

を

言

っ

た

ら

、

き

っ

と

嫌

な

顔

を

さ

れ

て

し

ま

う

だ

ろ

う

」

　

こ

の

よ

う

な

心

配

は

も

っ

と

も

で

す

。

ア

サ

ー

シ

ョ

ン

は

「

相

手

を

不

愉

快

に

さ

せ

る

か

も

し

れ

な

い

」

と

い

う

リ

ス

ク

を

テ

イ

ク

す

る

行

為

で

す

。

リ

ス

ク

を

ゼ

ロ

に

し

よ

う

と

思

っ

た

ら

パ

ッ

シ

ブ

で

い

る

（

＝

黙

っ

て

い

る

）

の

が

一

番

で

す

。

で

す

の

で

、

い

つ

ど

ん

な

と

き

で

も

「

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

で

な

く

て

は

い

け

な

い

」

と

い

う

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

　

自

分

に

と

っ

て

、

伝

え

る

こ

と

で

問

題

が

改

善

す

る

こ

と

の

メ

リ

ッ

ト

よ

り

も

、

目

の

前

の

相

手

か

ら

評

価

を

下

げ

ら

れ

た

り

、

居

場

所

を

失

っ

て

し

ま

う

こ

と

の

リ

ス

ク

の

ほ

う

が

大

き

い

と

判

断

し

た

な

ら

、

「

黙

っ

て

い

る

」

こ

と

を

選

択

し

て

も

よ

い

の

で

す

。

　

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

は

皆

さ

ん

の

行

動

の

選

択

肢

の

一

つ

で

あ

り

、

い

つ

で

も

選

択

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

　

た

だ

し

、

選

択

し

た

場

合

は

デ

メ

リ

ッ

ト

も

享

受

し

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

「

言

わ

な

い

」

こ

と

で

、

問

題

が

繰

り

返

さ

れ

た

り

、

エ

ス

カ

レ

ー

ト

す

る

事

態

も

合

わ

せ

て

私

た

ち

は

引

き

受

け

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

　

ま

た

、

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

に

伝

え

る

に

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

要

り

ま

す

。

「

ま

あ

い

い

か

」

と

済

ま

せ

て

し

ま

う

ほ

う

が

よ

ほ

ど

楽

な

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

逆

に

言

え

ば

、

「

そ

こ

ま

で

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

か

け

な

く

て

も

よ

い

」

と

判

断

さ

れ

る

こ

と

に

対

し

て

は

、

多

少

の

不

満

や

問

題

が

あ

れ

ど

も

パ

ッ

シ

ブ

で

あ

る

こ

と

を

選

ん

で

も

構

わ

な

い

わ

け

で

す

。

　

さ

ら

に

、

時

間

も

か

か

り

ま

す

。

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

は

１

回

伝

え

れ

ば

そ

れ

で

終

わ

り

で

は

な

く

、

何

回

も

話

し

合

う

必

要

が

あ

る

こ

と

も

当

然

あ

り

ま

す

。

で

す

の

で

、

時

間

に

余

裕

が

な

い

場

合

は

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

が

選

べ

な

い

と

い

う

こ

と

も

あ

る

で

し

ょ

う

。

　

こ

の

よ

う

に

、

リ

ス

ク

の

大

き

さ

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

や

時

間

を

か

け

る

に

値

す

る

か

ど

う

か

な

ど

を

鑑

み

て

、

「

や

は

り

こ

の

件

は

き

ち

ん

と

話

し

合

い

た

い

！

」

と

い

う

と

き

に

、

ア

サ

ー

テ

ィ

ブ

を

選

択

し

て

み

て

く

だ

さ

い

。
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生
・
労
・
全

　

国

際

労

働

財

団

（

Ｊ

Ｉ

Ｌ

Ａ

Ｆ

）

は

長

年

に

わ

た

り

、

イ

ス

ラ

エ

ル

労

働

総

同

盟

（

Ｈ

Ｉ

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｄ

Ｒ

Ｕ

Ｔ

）

、

パ

レ

ス

チ

ナ

労

働

総

同

盟

（

Ｐ

Ｇ

Ｆ

Ｔ

Ｕ

）

と

友

好

的

な

協

力

関

係

を

続

け

、

同

地

域

に

お

け

る

二

千

数

百

年

に

わ

た

る

バ

ビ

ロ

ン

幽

閉

以

来

の

怨

念

の

連

鎖

を

緩

和

す

る

た

め

両

国

労

組

の

幹

部

間

交

流

、

合

同

セ

ミ

ナ

ー

等

の

方

式

で

活

動

を

続

け

て

き

た

。

　

相

互

交

流

を

含

め

て

�

年

近

い

年

月

が

流

れ

、

相

互

理

解

が

進

ん

だ

か

と

思

っ

て

い

る

と

同

地

域

や

近

隣

地

域

で

何

か

紛

争

や

ト

ラ

ブ

ル

が

起

き

、

続

け

て

き

た

努

力

が

台

無

し

に

な

る

と

い

う

こ

と

も

再

々

で

あ

る

が

、

二

千

六

百

年

は

簡

単

に

取

り

戻

せ

な

い

と

歯

を

食

い

し

ば

り

、

初

代

Ｊ

Ｉ

Ｌ

Ａ

Ｆ

宇

佐

美

理

事

長

、

清

水

２

代

目

専

務

理

事

の

こ

の

問

題

に

関

す

る

思

い

を

、

歴

代

Ｊ

Ｉ

Ｌ

Ａ

Ｆ

役

員

が

引

き

継

い

で

き

て

い

る

。

　

と

こ

ろ

で

、

２

０

２

３

年

�

月

８

日

未

明

、

パ

レ

ス

チ

ナ

の

ハ

マ

ス

軍

が

い

き

な

り

イ

ス

ラ

エ

ル

支

配

地

域

に

進

撃

、

２

千

人

近

い

死

者

と

数

百

人

と

言

わ

れ

る

捕

虜

を

留

置

、

ハ

マ

ス

側

に

も

４

千

を

超

え

る

戦

死

者

が

出

た

。

　

こ

の

ハ

マ

ス

の

侵

攻

に

激

怒

し

た

イ

ス

ラ

エ

ル

側

も

ガ

ザ

に

反

撃

を

加

え

、

９

カ

月

余

戦

闘

状

態

が

続

い

て

い

る

。

以

降

ガ

ザ

地

域

の

み

に

留

ま

ら

ず

ヨ

ル

ダ

ン

川

西

岸

地

域

や

隣

国

レ

バ

ノ

ン

の

ヒ

ズ

ボ

ラ

軍

や

イ

エ

メ

ン

の

フ

ー

シ

派

と

の

戦

闘

も

加

わ

り

、

捕

虜

交

換

や

停

戦

を

め

ぐ

る

交

渉

も

進

展

せ

ず

、

イ

ス

ラ

エ

ル

批

判

の

国

際

世

論

が

高

ま

っ

て

い

る

。

　

二

千

六

百

年

余

に

わ

た

る

相

互

不

信

の

歴

史

に

は

セ

ム

・

ハ

ム

語

族

の

葛

藤

、

ロ

ー

マ

帝

国

・

神

聖

ロ

ー

マ

帝

国

の

宗

教

と

統

治

論

上

の

差

別

的

取

扱

い

、

�

世

紀

か

ら

�

世

紀

に

か

け

て

の

イ

ギ

リ

ス

・

フ

ラ

ン

ス

・

ト

ル

コ

等

の

二

枚

舌

外

交

、

キ

リ

ス

ト

教

、

イ

ス

ラ

ム

・

ユ

ダ

ヤ

教

間

の

教

義

・

伝

承

の

違

い

等

々

多

く

の

背

景

の

違

い

が

影

響

を

与

え

て

お

り

、

同

じ

信

教

の

自

由

論

に

依

拠

す

る

論

理

に

濃

淡

が

見

ら

れ

る

こ

と

も

再

確

認

さ

れ

た

。

■

パ

レ

ス

チ

ナ

問

題

の

解

決

に

向

け

た

糸

口

は

見

つ

け

ら

れ

た

か

　

パ

レ

ス

チ

ナ

問

題

の

解

決

に

向

け

て

の

糸

口

は

見

つ

け

ら

れ

な

い

の

か

。

複

数

民

族

が

異

な

る

伝

統

・

文

化

・

宗

教

を

持

ち

な

が

ら

知

恵

を

絞

り

合

っ

て

共

存

し

て

い

る

例

は

な

い

の

か

。

多

数

民

族

共

存

は

確

か

に

難

し

い

話

だ

が

、

例

え

ば

労

働

者

同

士

の

間

に

多

民

族

共

和

は

見

い

だ

せ

な

い

の

か

、

宇

佐

美

さ

ん

、

清

水

さ

ん

は

労

働

者

同

士

の

親

和

の

形

成

を

訴

え

た

の

で

あ

る

。

私

自

身

も

国

際

繊

維

被

服

皮

革

労

組

同

盟

の

立

場

か

ら

国

際

労

働

財

団

の

運

動

を

サ

ポ

ー

ト

す

る

た

め

何

度

も

パ

レ

ス

チ

ナ

や

ヨ

ル

ダ

ン

を

訪

れ

、

両

組

合

の

リ

ー

ダ

ー

達

と

話

し

合

っ

た

こ

と

が

あ

っ

た

。

　

同

じ

地

域

に

混

在

す

る

が

故

の

課

題

も

多

い

。

共

同

し

て

取

り

組

め

ば

解

決

で

き

る

課

題

も

多

い

筈

だ

。

ト

ラ

ブ

ル

・

紛

争

の

発

生

↓

批

判

の

応

酬

、

戦

争

の

繰

り

返

し

で

は

人

類

の

英

知

が

泣

く

。

　

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

も

連

綿

と

続

い

て

い

る

。

戦

争

は

一

般

国

民

、

特

に

女

性

、

労

働

者

、

子

ど

も

に

過

酷

で

あ

る

。

一

日

も

早

い

平

和

の

到

来

を

願

う

ば

か

り

で

あ

る

。

　

パ

レ

ス

チ

ナ

や

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

戦

争

は

、

労

働

組

合

の

国

際

組

織

Ｉ

Ｔ

Ｕ

Ｃ

（

国

際

労

働

組

合

総

連

合

）

の

連

帯

に

大

き

な

ひ

び

割

れ

を

も

招

き

、

プ

ー

チ

ン

大

統

領

の

判

断

の

支

持

を

表

明

し

た

ロ

シ

ア

Ｆ

Ｎ

Ｐ

Ｒ

に

つ

い

て

は

、

現

在

は

加

盟

資

格

停

止

と

い

う

形

の

扱

い

に

な

っ

て

い

る

。

こ

の

問

題

の

解

決

の

た

め

に

も

停

戦

が

求

め

ら

れ

る

。

特

に

、

ロ

シ

ア

、

イ

ス

ラ

エ

ル

に

戦

争

に

対

す

る

自

制

を

強

く

求

め

た

い

。

■

Ｇ

７

レ

イ

バ

ー

サ

ミ

ッ

ト　

２

０

０

６

年

７

月

、

Ｇ

８

（

ロ

シ

ア

の

対

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

関

係

の

融

和

に

よ

り

ロ

シ

ア

が

Ｇ

７

に

加

盟

、

Ｇ

７

が

Ｇ

８

に

）

の

労

働

組

合

リ

ー

ダ

ー

と

Ｇ

８

議

長

（

こ

の

年

は

ロ

シ

ア

の

プ

ー

チ

ン

大

統

領

が

議

長

）

の

サ

ミ

ッ

ト

・

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

が

モ

ス

ク

ワ

の

ク

レ

ム

リ

ン

で

開

催

さ

れ

、

私

も

連

合

を

代

表

し

て

参

加

し

た

。

　

ル

ー

テ

ィ

ー

ン

の

そ

の

年

の

Ｇ

８

サ

ミ

ッ

ト

と

連

動

し

た

議

論

の

後

、

自

由

討

議

の

場

が

持

た

れ

、

私

か

ら

プ

ー

チ

ン

大

統

領

に

「

今

朝

（

レ

イ

バ

ー

サ

ミ

ッ

ト

の

日

の

早

朝

）

、

北

朝

鮮

が

ミ

サ

イ

ル

を

発

射

、

日

本

国

民

に

不

安

を

与

え

て

い

る

。

国

連

の

安

保

理

決

議

違

反

の

行

為

で

あ

り

、

北

朝

鮮

の

こ

の

蛮

行

を

や

め

さ

せ

る

よ

う

大

統

領

の

協

力

を

得

た

い

」

と

要

請

し

た

と

こ

ろ

、

プ

ー

チ

ン

大

統

領

は

「

北

朝

鮮

の

今

朝

の

ミ

サ

イ

ル

発

射

の

情

報

に

は

接

し

て

い

る

が

、

詳

細

は

未

詳

。

髙

木

さ

ん

、

貴

兄

の

発

言

は

テ

イ

ク

・

ノ

ー

ト

さ

せ

て

も

ら

う

」

と

い

う

発

言

が

あ

り

、

そ

の

後

、

プ

ー

チ

ン

大

統

領

は

２

～

３

分

中

座

、

両

手

に

青

色

の

柔

道

着

を

持

っ

た

ま

ま

「

こ

の

柔

道

着

は

日

本

の

山

下

泰

裕

Ｉ

Ｏ

Ｃ

会

長

に

貰

っ

た

も

の

だ

」

と

い

う

紹

介

が

な

さ

れ

、

び

っ

く

り

し

た

の

を

覚

え

て

い

る

。

　

プ

ー

チ

ン

大

統

領

の

ロ

シ

ア

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

、

ベ

ラ

ル

ー

シ

の

関

係

に

関

す

る

基

本

認

識

に

関

す

る

論

文

も

読

ん

だ

が

、

民

族

に

関

す

る

思

い

込

み

が

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

に

強

く

係

わ

っ

て

い

る

こ

と

が

判

る

。

　

し

か

し

、

国

際

法

違

反

で

あ

る

他

の

主

権

国

家

の

侵

略

が

許

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

。

こ

の

戦

争

は

プ

ー

チ

ン

大

統

領

が

や

め

る

し

か

な

い

。

広報・ＰＲ／連載

電

機

連

合

中

央

執

行

委

員

高

橋

　

英

司

　

全

日

本

電

機

・

電

子

・

情

報

関

連

産

業

労

働

組

合

連

合

会

（

電

機

連

合

）

は

、

発

電

所

、

ロ

ボ

ッ

ト

装

置

や

鉄

道

な

ど

か

ら

、

家

電

や

半

導

体

な

ど

の

電

子

部

品

、

情

報

通

信

産

業

、

そ

の

関

連

産

業

で

働

く

仲

間

が

結

集

す

る

産

業

別

労

働

組

合

で

す

。

　

電

機

連

合

の

前

進

で

あ

る

全

日

本

電

機

機

器

労

働

組

合

連

合

会

（

電

機

労

連

）

は

、

１

９

５

３

（

昭

和

�

）

年

６

月

１

日

に

結

成

さ

れ

ま

し

た

。

当

時

は

そ

れ

ま

で

個

別

に

運

動

を

す

す

め

て

い

た

機

器

電

機

労

連

、

全

国

電

機

労

組

、

そ

し

て

単

独

企

業

の

労

組

が

大

団

結

を

し

て

、

�

組

合

、

９

万

５

５

５

６

人

の

産

別

組

織

と

し

て

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

　

２

０

２

４

年

７

月

現

在

で

は

構

成

組

合

６

１

２

組

合

、

組

合

員

数

�

万

４

７

０

１

人

を

数

え

る

規

模

と

な

り

ま

し

た

。

�

周

年

を

機

に

基

本

理

念

と

基

本

目

標

を

制

定

し

今

日

に

至

る

ま

で

運

動

の

前

進

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

　

具

体

的

に

は

、

「

政

策

・

制

度

課

題

へ

の

対

応

」

、

「

労

働

条

件

の

維

持

向

上

な

ど

産

別

全

体

で

の

取

り

組

み

」

、

「

地

方

に

お

け

る

固

有

課

題

解

決

に

向

け

た

全

国

�

の

地

方

協

議

会

に

よ

る

活

動

」

、

「

通

信

部

会

な

ど

七

つ

の

業

種

別

部

会

に

よ

る

活

動

」

な

ど

、

諸

活

動

を

有

機

的

に

連

携

さ

せ

て

運

動

を

推

進

し

て

い

ま

す

。

　

生

産

性

運

動

と

し

て

捉

え

る

と

、

加

盟

組

合

の

労

使

協

議

を

サ

ポ

ー

ト

す

る

た

め

、

産

別

と

し

て

の

政

策

や

指

針

の

作

成

や

、

デ

ー

タ

の

集

計

や

分

析

と

と

も

に

、

加

盟

組

合

の

支

援

を

行

っ

て

い

ま

す

。

特

に

、

総

合

労

働

条

件

改

善

闘

争

に

お

い

て

、

大

手

だ

け

で

な

く

中

堅

中

小

へ

波

及

す

る

よ

う

統

一

日

程

、

統

一

要

求

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

電

機

産

業

全

体

の

発

展

や

人

へ

の

投

資

な

ど

に

つ

い

て

電

機

連

合

と

大

手

企

業

と

で

行

う

産

別

労

使

協

議

も

大

き

な

特

徴

で

す

。

　

労

協

関

連

に

お

い

て

も

、

電

機

連

合

は

常

に

先

駆

的

な

取

り

組

み

を

展

開

し

、

週

休

２

日

制

や

短

時

間

勤

務

制

度

、

育

児

・

介

護

休

職

制

度

、

男

女

平

等

参

画

に

向

け

た

取

り

組

み

、

最

近

で

は

働

き

方

改

革

や

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

な

ど

を

推

進

し

て

い

ま

す

。

一

人

ひ

と

り

が

能

力

を

最

大

限

発

揮

し

、

働

き

続

け

ら

れ

る

環

境

を

実

現

し

、

個

々

人

の

生

産

性

を

向

上

さ

せ

、

次

の

処

遇

改

善

に

つ

な

げ

て

い

く

大

切

な

取

り

組

み

で

す

。

　

こ

れ

ら

の

取

り

組

み

は

、

組

合

員

の

声

に

真

摯

に

耳

を

傾

け

て

、

産

業

全

体

の

課

題

と

し

て

察

知

し

、

そ

の

解

決

に

向

け

た

努

力

を

積

み

重

ね

て

き

た

結

果

で

あ

る

と

認

識

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

諸

先

輩

方

が

築

き

上

げ

て

こ

ら

れ

た

礎

を

大

切

に

し

な

が

ら

、

変

化

を

恐

れ

ず

新

た

な

時

代

に

相

応

し

い

電

機

連

合

を

一

丸

と

な

っ

て

展

開

を

し

て

い

き

ま

す

。

２

０

２

４

年

ユ

ニ

オ

ン

リ

ー

ダ

ー

養

成

講

座

を

開

講

　

■

日

程

‥

第

１

回

�

月

３

日

「

労

働

組

合

の

意

義

と

ユ

ニ

オ

ン

リ

ー

ダ

ー

の

役

割

」

、

第

２

回

�

月

�

日

（

都

内

会

場

の

み

）

「

組

合

員

を

ひ

き

つ

け

る

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

」

、

第

３

回

�

月

�

日

「

労

働

組

合

役

員

に

求

め

ら

れ

る

労

働

法

の

基

礎

知

識

」

■

問

い

合

わ

せ

先

‥

日

本

生

産

性

本

部

生

産

性

運

動

基

盤

セ

ン

タ

ー

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

０

６
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